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沿岸域における放射性セシウムの存在量とその変化要因

Fig:

堆積物中の137Csの存在量の分布
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FDNPP



Fig. 沿岸堆積物中の137Csの存在量と移動量（2011年～2020年）

• 放射性セシウムの十年スケールでの移行プロセスを描像
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東京湾における137Csの蓄積と輸送
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原子力規制庁 環境モニタリング情報「海域モニタリング結果」
https://radioactivity.nsr.go.jp/ja/list/428/list-1.html

Fig:

（左）環境省のモニタリングによる東京湾堆積物中の137Cs濃度の分布（2022年5月）

（右）堆積物中の137Cs濃度の時間変化（代表的な観測点の結果を色で表示）
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• 東京湾口部の海底付近で、時系列に沈降粒子（マリンスノー）を捕集し、粒子の
輸送量と放射性Cs濃度の季節変動を観測

• 東京湾から沖合海域への懸濁粒子態放射性Csの輸送過程と規模を推定

東京湾における137Csの蓄積と輸送
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セジメントトラップ係留系設置の様子

セジメントトラップ係留系の模式図

セジメントトラップ
（標準仕様）

セジメントトラップ
（東京湾仕様）



試料分析

• 主要成分組成

• 放射能濃度測定

• 同位体比分析（C, N）

• 動物・植物プランクトン種分類
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低バックグラウンドγ線検出装置
（東大宇宙線研究所, 柏地下実験施設）

沈降粒子採取

• 観測点:東京湾口観測点22（35° 03’ N, 139° 40’E）

• セジメントトラップ: 水深750m（海底上100m)

• 係留系設置・回収: 青鷹丸（東京海洋大学）

• 観測期間: 2018年12月~2019年12月

• 7日×52期間の試料を採取.

東京湾における137Csの蓄積と輸送

練習船青鷹丸
（東京海洋大学）
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東京湾口における137Csの蓄積と輸送
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東京湾口における137Csの蓄積と輸送

137Cs沈降
フラックス
（mBq/m2/d）

137Cs濃度
（Bq/kg）

沈降粒子
フラックス
（g/m2/d）

主要成分組成

■有機物

■生物ケイ酸塩

■生物炭酸塩

■鉱物

Typhoon

• 全体として冬季に高い沈降粒子束

• 一時的な荒天イベントにも応じて変動

• 全52期間のうち33期間で137Csを検出

• 137Cs放射能濃度は、湾内の表層堆積物中の
濃度（~100 Bq kg-1）に比べて低いが、事
故の影響は見られた

• 137Cs濃度は春季に高く夏季に低い（あるい
は不検出）

• 137Csの沈降粒子束は年数回の極大

• 全体として、沈降粒子の主成分は鉱物由来

• ただし、137Cs濃度は生物起源ケイ酸塩の濃
度と弱い正の相関

• 湾内から湾外への堆積物粒子の輸送 + 湾内
で137Csを取り込んだ生物粒子の輸送



• 福島第一原発事故後の放射性核種の移行を東京湾口で観測

• 冬季や荒天時は、湾内の海底に沈着した137Csが堆積物の再懸濁によって湾
外へと輸送

• 春季は、植物プランクトンを経由して137Csが湾外へと輸送

• 湾内の生物に137Csをもたらす要因は、引き続き調査・解析が必要

海洋環境中での放射性核種の動態に関する研究
東京湾における137Csの蓄積と輸送 まとめ
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